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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　個人化されたサウンドデータベースを生成するコンピュータ実施方法において、
　サウンドのような要素を有する第１のデータベースの要素のサウンドフィーチャの好適
な値を決定し、これにより第１のフィルタを作成するステップと、
　サウンドのような要素を有する第２のデータベースに前記第１のフィルタを適用し、こ
れによりフィルタリングされた第２のデータベースを生成するステップと、
　サウンドのような要素を有する第１のデータベースに第２のフィルタを適用し、これに
よりフィルタリングされた第１のデータベースを生成するステップと、
　前記フィルタリングされた第１のデータベースを前記フィルタリングされた第２のデー
タベースと組み合わせ、これにより前記個人化されたサウンドデータベースを生成するス
テップとを有するコンピュータ実施方法。
【請求項２】
　前記第１のデータベースが、ユーザのお気に入りのサウンドを有するデータベースであ
る、請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項３】
　前記第１のフィルタが、デジタル信号処理アルゴリズムを有し、前記デジタル信号処理
アルゴリズムは、前記第２のデータベースに適用される場合に、前記第２のデータベース
から、前記第１のデータベースの要素のサウンドフィーチャの好適な値に類似した値を持
つフィーチャを持つ要素を選択する、請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項４】
　前記サウンドフィーチャが、調性、パーカッシブ性、スペクトル帯域幅である、請求項
１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項５】
　前記第２のフィルタが、デジタル信号処理アルゴリズムを有し、前記デジタル信号処理
アルゴリズムは、前記第１のデータベースに適用される場合に、前記第１のデータベース
内の要素のサウンドフィーチャを決定し、所定の値に対応するサウンドフィーチャの値を
持つ要素を前記第１のデータベースから選択する、請求項１に記載のコンピュータ実施方
法。
【請求項６】
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　前記サウンドフィーチャが、前記要素の知覚されるテンポである、請求項１に記載のコ
ンピュータ実施方法。
【請求項７】
　前記個人化されたサウンドデータベースからの要素にリスナーをさらすステップを更に
有する、請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項８】
　前記サウンドフィーチャの好適な値が、
　前記個人化されたサウンドデータベースからの要素にリスナーをさらし、
　前記要素にさらしている間に前記リスナーの少なくとも１つの生理的状態の変化をモニ
タし、
　前記リスナーの前記少なくとも１つの生理的状態が所定の強度を持つ場合に、前記リス
ナーがさらされる前記個人化されたサウンドデータベースの要素から前記サウンドフィー
チャの好適な値を抽出する、
ことにより決定される、請求項１に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項９】
　前記要素にさらしている間に前記リスナーの少なくとも１つの生理的状態の変化をモニ
タするステップと、
　前記要素にさらしている間に前記リスナーの少なくとも１つの生理的状態の不所望な変
化を生じる要素を前記個人化されたサウンドデータベースから除去するステップとを更に
有する、請求項７に記載のコンピュータ実施方法。
【請求項１０】
　少なくとも１つの電子データプロセッサと、
　前記データプロセッサに接続されたデータ通信インタフェースとを有する個人化された
サウンドデータベースを生成するコンピュータベースのシステムにおいて、
　前記コンピュータベースのシステムが、
　サウンドのような要素を有する第１のデータベースの要素のサウンドフィーチャの好適
な値を決定し、これにより第１のフィルタを作成し、
　サウンドのような要素を有する第２のデータベースに前記第１のフィルタを適用し、こ
れによりフィルタリングされた第２のデータベースを生成し、
　前記コンピュータベースのシステムが、サウンドのような要素を有する第１のデータベ
ースに第２のフィルタを適用し、これによりフィルタリングされた第１のデータベースを
生成し、
　前記コンピュータベースのシステムが、前記フィルタリングされた第１のデータベース
を前記フィルタリングされた第２のデータベースと組み合わせ、これにより前記個人化さ
れたサウンドデータベースを提供する、コンピュータベースのシステム。
【請求項１１】
　コンピュータにロードされ、実行される場合に、請求項１に記載の方法により規定され
るステップをコンピュータに実行させるコンピュータ可読命令を記憶したコンピュータ可
読記憶媒体。
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